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日仏学術交流を終えて

中 向島

フランスの現代中国学界との学術交流を

続けてきて， もうかれこれ四半世紀の歳月
になる． それ は， 私の親友クロード・ カ
ダール， チェン・インシアン夫妻との出会
いから始まり， 次第に交流の輸が広がった
ものである． 私たちが最初に出会ったのは

1970年夏， 香港においてであった． フラ
ンス人と中国人のこのカップルは， アジア

各地を漫遊する旅人であり， 私は外務省の

特別研究員として香港に滞在していたのだ

が， 実に個性的な意見の持ち主であった．
当時， 中国では文化大革命が まだ盛り上
がっていて， サルトルに代表されるフラン

スの知識人には「毛、沢東思想」 に共鳴する

人々が多く， 1968年 のパリ「五月革命」
の熱気もまだ続いていた． しかし， この両

人は， そうした雰囲気にとらわれることな
く冷めていて，そのことは， フランス中国

学界に重きをなすルシアン・ピアンコ教授
（社会科学高等学院 ） らとの共著「中国へ

の冷静な眼』(1976年） や両人の共著「毛
沢東の二つの死』(1977年）にも現れた．

カダール氏はやがて全フランス政治学財

団国際関係研究調査セ ンター（CERI） の
中国・極東部長となり， チェンさんも同主

嶺 雄

任研究員となったが， この機関はフランス

国立中央科学研究院（CNRS）の傘下にあっ
たので，JSPS（日本学術振興会） とCNRS
との協定に基づく日 仏学術交流プロジェク
トとしての最初 の共同研究が， 日 仏双方
19名の参加によっておこなわれた． 共同

研究の一環として「現代中国の政治と国際
関係」 と題する日仏科学セミナーがセーヌ
河畔のCNRS本部で聞かれたのは， 1984
年の暮れであった． セミナーの成果は， カ
ダール氏と私との共編で「中国の戦略と龍
の変身』 と題し， 1986年にフランス語で
出版された．

このような学術交流は， やがて文部省科
学研究費重点領域研究の人文・社会科学部
門第l号に採択された「東アジア比較研

究」(1987年～89年度） へと受け継がれ，
この大型プロジェクトにはフランスの研究
者も何人か参加した． とくにフランスのア
ジア学を代表するレオン・ ヴァンデルメー
ルシュ教授（パリ第 5大学， 当時）が新た
に加わったことは心強かった． 日仏会館館
長も務められた同教授の深い学識の一端
は， 著書「新しいシナ的世界』(1986年，
邦訳Fアジア文化圏の時 代』） によっても
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知ることができる（この重点領域研究につ

いては， 中嶋嶺雄編「東アジア比較研究」，

学振新書， 1992年， 参照）．

これらの学術交流をさらに引き継いだの
は， 文部省科学研究費国際学術研究であ

り， いずれも私が研究代表者となって，
「現代中国の政治的社会的変動に関する日

仏共同研究J(1992～94 年度），「中国・台

湾・香港の社会経済的変動に関する日仏共

同研究」（1995～96年度），「東アジア諸地

域の社会変動に関する日仏共同研究」(1997
～99年度） としておこなわれた． この間，
フランス側参加者がしばしば訪日する一

方， とくにこの 8年間は， 日仏共同研究パ
リ会議が毎年開催され， 中国やアジアの変
化を直視した熱心な討論がたたかわされ
た． フランス側からはジャン＝ピエール・
キャベスタン（CNRS上級研究員）， フラ

ンソワ・ ジブルー（同）， マリー・ホルツ
マン女史（評論家） らの中堅研究者も加わ

り， 日本側の常連メンバーは， 中兼和j孝次

（東大教授）， 蒲地典子（米ミシガン大教
授）， 小島朋之（慶大教授）， 国分良成（同），

宇佐美滋（日大教授）， 光田明正（桜美林

大教授）， 園田茂人（中大教授）， 井尻秀憲
（東外大教授）， 渋谷司（拓大講師）， 興椙
一郎（神田外語大講師） の諸氏であった．

会議では， 英語を共通語として討論するの
だが， 回を重ねていると， ときには聴き取
りにくいフランス靴りの英語にも慣れ， お

互いの意見もわかってきて， 激しい論争が
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あっても学びあえる点が多い．

アメリカの研究動向がとかく米中関係な

どの現実に影響されやすく， またしばしば

政策志向型で あ る のにたい し， 中 国 学
(sinologie） の永い蓄積をもっフランスの

場合は， より歴史実証的であり， また社会
学の学問的な伝統が活きているように思わ
れる． そういえば， この間， パリで私が常
宿にしてきたホテル・サンジェルマン・
デ・ プレは社会学の祖といわれたオーギユ

スト・ コントがかつて住んでいたところで

あり， 壁にはそのレリーフが猷め込まれて
いる．

いずれにせよ， 私たちの日仏学術交流
は， 多くの方々のご協力によって一定の成

果を産むことができた． おそらく社会科学

分野では唯一の日仏間の長期交流だといっ
てもよいであろう． しかし， いずれの物事

にも終りがあるのであって， やはりこのあ
たりで締めくくるのがよいのではないか，
と私は考えていた． パリのホテルで催され
た最後の会食会には， かつて共同研究のメ
ンバーの一人であった小倉和夫駐仏大使夫
妻も着 任 2日目だというのに出席してくだ

さった． 私が終りの挨拶と謝辞を述べたと
き， フランス側参加者の眼が潤んでいたと

聞いて， 私なりの楽しい苦労が報われた思
いであった．

なかじま・みねお
東京外国語大学長
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